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研究成果の概要（和文）： 

XML のデータは，データ交換だけでなく，WWW 上で爆発的に拡大している．XML 検索ではペー
ジの関連性（物理的リンクと仮想的リンク）と多様なメディア（ブログ，画像など）を考慮し
なくてはならない．一方 XML の配信サービスでは時間の経過に伴って類似した問い合わせの追
加や変更･削除が起こり，従来の高速な方式（Gupta らの XPush）でも十分とは言えなかった．
これらに対してスケーラブルな XML 問い合わせの処理・提示の方式，XML マイニングの手法，
ならびに XPush を部分的に更新可能とする方式を開発した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
XML data are often used in not only as a means of data exchange, but also emergent in 

WWW. To precisely retrieve XML pages, we consider relevance of pages with respect to 
physical and virtual links and various types of media contained within them. As conditions 
for filtering XML data change, even such an efficient method as XPush by Gupta et.al., 
is insufficient. To solve these issues, we develop methods for scalable, XML query 
processing and visualization, mining XML data, and partially-updatable XPush machines. 
 

交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 5,400,000 1,620,000 7,020,000 

2008 年度 4,900,000 1,470,000 6,370,000 

2009 年度 4,200,000 1,260,000 5,460,000 

総 計 14,500,000 4,350,000 18,850,000 

 

研究分野：総合領域  

科研費の分科・細目：情報学・メディア情報学・データベース 

キーワード：(1) 次世代サーチ (2) ＸＭＬ(3)フィルタリング(4) マイニング (5) 類似性                  
(6) 異種情報 (7) ブログ         
 
１．研究開始当初の背景 
今日では半構造（XML）のデータは，電子

商取引や科学データなどのデータ交換で広
く利用されているだけでなく，WWW で爆発的
に拡大している．したがって Web ページを検
索という機能に限ってみても，ますます検索
エンジンはより高精度に（正しく）検索結果
を返すことが要求されている． 

しかるに現状では，例えば “石川 研究室”
という検索語に対しては“石川”が人名･地
名のどちらかを指定できないために一方だ
けを意図した検索結果の適合率（正解率）が
下がるという問題点があった．確かに Web ペ
ージの記述はこれまでの HTML から XML
（XHTML）になりつつあるが，コンテンツと
してのテキストは依然非構造のままであり，
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単なる全文検索では上記の問題を十分に解
決できるとは言えない．さらに今後の検索エ
ンジンでは，関連するページの集まり（質問
に対する回答）を返すことが利用者にとって
は有用であると考える．例えば『石川教授が
属する（静岡）大学の産学官連携組織を知り
たい』として“石川教授 （静岡大学） 産
官学連携組織”を与えたのではでは正しい結
果（産官学連携組織の情報）が得られないが，
“石川教授 静岡大学”および“静岡大学 
産官学連携組織”と分けて“静岡大学”をキ
ーとして発見・結合できれば結果が求まる． 
第一にこうしたページの関連性の発見を

行う必要がある．その際の関連性の発見には
陽に張られた物理的リンクだけでなく，構造
化されたテキスト中の値の同一性に基づく
仮想的リンクも利用できる．さらにそのペー
ジの集合には当然テキスト以外のメディア
（画像など）が含まれる可能性が高い．とこ
ろが非テキストメディアとテキストの統一
的扱いはむずかしい．  

次に，XML で記述されたニュースやブログ
などの配信（XML 配信）では，ストリーム化
された XML データに対して，利用者に対応す
る膨大な問い合わせ（フィルタ条件）を評価
する必要がある．この問題に対しては，Gupta
らの XPush マシン[Gupta ら 03]で代表される，
問い合わせの種類数に依存しない方式が提
案されている．しかしながら現実には時間の
経過に伴って類似した問い合わせの追加や
変更･削除が頻繁に起こり，Gupta らの方式で
は再び XPushマシン全体を再構築しなければ
ならず，十分に効率的とはいえなかった． 
さらに RFID タグなどを利用したユビキタ

スネットワークにおける応用は，記憶領域に
制限のある環境下で行われるので，データ本
体は XML データベースサーバに置き，データ
の ID（識別子）のみを使って検索処理を行う
必要がある．しかも複数のデータが挿入され
た時点ではじめて問い合わせ評価を行うと
いうようにイベントの生起に基づく処理が
可能でなければならない．したがって柔軟な
制御を指定できるイベント駆動の計算方式
が検索機能にとって必要となる．  

 
２．研究の目的 
そこでまず Web ページの爆発にともなうス

ケーラビリティを確保し高精度の検索結果
を返すために，テキストの自動構造化（XML
の自動タグ付け）とその利用ならびにテキス
トを超えたメディアの統一的検索手段を研
究する（目的１）． 
次により現実的な状況にマッチした，フィ

ルタ集合の大幅な部分更新を可能とする XML
配信処理技術の研究開発を目指す（目的２）． 
さらに実用的な応用を記述できる ID に基

づく柔軟で能動的な XML問い合わせ処理の研

究を行う（目的３）． 
 
３．研究の方法 
 目的１を達成するために以下に掲げる課
題（１）（２）（３）に取り組み，目的２と目
的３を達成するために課題（４）を行う． 
（１）次世代サーチエンジンの開発 
（２）ブログマイニング技術の開発 
（３）Web 情報抽出と地理的情報システム 
（４）XML フィルタリング・マイニング技術

の開発 
 
４．研究成果 
【平成 19 年度】 
（１） 次世代サーチエンジンの開発 

検索結果をカテゴリ表示するための新
しいクラスタリング方法を提案した．ク
ラスタリングする方法として，Web ペー
ジの内容（特徴語）と Web サービスの利
用（上位語取得）に基づいて階層的に行
う方法を提案した．試作システムを定量
的に評価し，公表されている優れた結果
（成田ら）とくらべ同等以上の結果を得
た （ 電 子 情 報 通 信 学 会 な ど
DEWS2008(2008.3)）． 

（２） ブログマイニング技術の開発 
  多視点からブログ内の重要なトピック

の抽出を行うための新語検出やクラス
タリング手法の開発，利用者の多様な目
的に合わせたサイトの発見と推薦を行
うためのブログ分類手法の提案と評価
を行った（DEWS2008(2008.3)）． 

（３）Web 情報抽出と地理的情報システム 
テキストと画像ならびに階層構造をも
った XML データを対象にして，異種の特
徴量を統合する方式の基本検討を行っ
た（DEWS2008(2008.3)）． 

（４）XML フィルタリング・マイニング技術
の開発 

XPush マシン構築処理はフィルタ数に依
存するためにその処理コストが高くな
り，再構築が XML システムのスループッ
トをいちじるしく低下させるという問
題点があった．そこで変更数が少ない場
合には再構築より少ない応答時間で部
分的にフィルタ構築を行うサブXPushマ
シンを開発し，それを XML ストリームに
対して適用する実験を行い，良好な結果
を得た．また統計的手法によりサーチ時
間の最適化を目的としたXMLデータのス
キーマ発見の方式の評価を行った．XML
の木構造（リンク）と要素の値（テキス
ト，画像）という異種情報を統合した類
似性の概念を導入し，予備的な実験によ
り，有効性を確認できた（夏のデータベ
ースワークショップ 2007(2007.7)）． 

【平成 20 年度】 



 

 

（１） 次世代サーチエンジンの開発 
クラスタリングの際に，ある分野に対す
る利用者の専門度に合わせたクラスタ
ラベルとスニペットを作成するために，
Web ページの特徴語に関する統計量の
大きさに注目する方法を提案し，高い評
価を受けた (情報処理学会データベー
スシステム研究会(2008.9)，学生奨励
賞）． 

（２） ブログマイニング技術の開発 
  多視点から重要なトピックの抽出を行

うため，品詞の違いに注目しローカルな
重み付けを行うクラスタリング手法，な
らびに利用者の多様な目的に合わせた
サイトの発見と推薦を行うためのブロ
グの分類手法を開発・評価した（DEIM 
2009(2009.3)）．さらにアンカーテキス
トを構成する特徴語の重み付けを，その
位置に基づいて変化させるモデルを提
案 し た （ ECML/PKDD 2008 
Workshop(2008.9)など）． 

（３）Web 情報抽出と地理的情報システム 
Wikipedia などのメディアからある情報
（たとえば地理的情報）を抽出し，それ
と他の情報資源（たとえば衛星画像）を
統合すればより有用な発見ができる可
能性がある．そこで Wikipedia 記事から
系統的に地理情報の抽出を行う方法を
提案し，それを基に記事を可視化する方
式を実現するとともに，さらに抽出結果
を基に画像情報を検索できる仕組みを
提案した（電子情報通信学会など DEIM 
2009(2009.3)）．                                         

（４）XML フィルタリング・マイニング技術
の開発 

大規模なXML応用システムのスケーラビ
リティを検証するためには，そのシステ
ムにふさわしいデータを用いる必要が
ある．そこで実データを基に，その統計
的性質（要素の頻度など）を維持しつつ，
任意のサイズのデータを合成する方法
を提案した（DEIM 2009(2009.3)）． 

【平成 21 年度】 
（１）次世代サーチエンジンの開発 

Web のクラスタリング時にある分野に
対する利用者の専門度に合わせたクラ
スタラベルを作成するため，Web ページ
の特徴語に関する統計量の大きさに注
目する方法を実装し，被験者を用いた評
価実験を行って，その有効性を確認でき
た（情報処理学会論文誌（データベース）
採録決定）． 

（２）ブログマイニング技術の開発 
  利用者が表示されたクラスタリング結

果に対して must-link，cannot-link を
指定して再クラスタリングを行える視
覚的インタフェースを実現した（楽天研

究開発シンポジウム 優秀ポスター賞
（2009.11））．さらに flikr などのソー
シャルサイトに投稿される画像の正確
なクラスタリングが行えるように画像
特徴量とソーシャルタグ，Exif タグなど
異種の特徴量をどのように組み合わせ
ればクラスタリング精度が向上するか
を実験により明らかにした（電子情報通
信学会人工知能と知識処理研究会
(2010.1)）． 

（３）Web 情報抽出と地理的情報システム 
Wikipedia 記事から系統的に地理情報の
抽出を行う方法を提案し，それを基に記
事を時間軸空間軸で分析する仕組みを
提案した（DEIM2010(2010.3)）． 

（４）XML フィルタリング・マイニング技術
の開発 

統計的性質（要素の頻度など）を維持し
つつ，任意のサイズのデータを合成する
方法に対して，システムで必要になる
様々な問い合わせに対応するデータを
作 成 で き る 機 能 を 追 加 し た
（DEIM2010(2010.3)）． 

（５）情報処理学会フェロー受賞 
研究代表者が，情報処理学会から「次世
代データベースとデータマイニングの
研究開発及び本会運営への貢献」により
情報処理学会フェローの称号を授与さ
れた． 
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